	【１】事業実施計画

	
【評価項目設定の趣旨】
本事業は、令和１２年度末までに、複数の施設を同時進行で調査、設計及び工事を行う必要がある。また、ごみ処理施設は市民生活に直結する重要な施設であり、ごみ処理業務を停止することは市民サービスへの影響が多いため困難である。さらに、施設によっては２４時間連続して稼働している施設も存在する。そのため、事業実施期間の連絡体制、指揮命令系統及び責任体制が適切に構築され、確実かつ実現性の高いスケジュールに基づき事業を実施していくことが重要となる。
以上を踏まえ、事業を確実に実施するための計画（事業実施計画）について優れた提案を期待し、評価項目として設定するものとした。


【提案内容】
⑴　事業実施体制（評価項目に係る提案内容も含む）について具体的に記載すること。特に、次の内容は、必ず記載すること。
・社内での具体的な役割、人員配置計画
・発注者との窓口等の連絡体制（通常時、緊急時）
・指揮命令系統、責任体制の構築
⑵　スケジュールを具体的に記載すること。また、工程管理上、配慮・工夫すべき点について具体的に説明すること。
・優先交渉権者決定～事業完了【令和９年１月中旬～令和１２年３月末】
　


【その他】
⑴　本様式３－２の枚数は指定しない。
⑵　提案内容を補完するための補足説明資料（提案内容の根拠を示す詳細資料等）を参考資料として添付することも可とする。その場合、本様式３－２の次に添付すること。
⑶　各提案の内容に応じ、趣旨・コンセプトを明確にするとともに、提案内容がもたらす具体的な効果及び本市のメリット等について分かりやすく明確に記載すること。具体性に欠ける等のあいまいな記載や効果・メリットが判断できない提案内容等は評価の対象としないため、注意すること。
枠内の文章は削除すること。



様式３－２


	【２】更新設備の性能・信頼性・保証

	
【評価項目設定の趣旨】
本事業では、ごみ処理施設を対象として計量システム等を導入するため、システム障害や機器故障が発生した場合においても、業務が停止することなく運用できるように冗長性を確保した構造であることが重要である。また、引き渡し後の維持管理を踏まえ、適切な機器選定、保証期間の設定が望まれる。
以上を踏まえ、更新設備の性能・信頼性・保証について優れた提案を期待し、評価項目として設定するものとした。


【提案内容】
⑴　システム障害時や機器故障時の冗長性について具体的に記載すること。特に、次の内容は、必ず記載すること。
・システム障害発生時における冗長化構成
・機器故障発生時における代替運用方法
・復旧手順
⑵　更新機器の性能・保証について具体的に記載すること。特に、次の内容は、必ず記載すること。
・更新機器の部品の供給体制
・機器及び部品のストック体制
・システム及び更新機器の保証期間
・保証期間中の連絡体制、指揮命令系統、責任体制


【その他】
⑴　本様式３－３の枚数は指定しない。
⑵　提案内容を補完するための補足説明資料（提案内容の根拠を示す詳細資料等）を参考資料として添付することも可とする。その場合、本様式３－３の次に添付すること。
⑶　各提案の内容に応じ、趣旨・コンセプトを明確にするとともに、提案内容がもたらす具体的な効果及び本市のメリット等について分かりやすく明確に記載すること。具体性に欠ける等のあいまいな記載や効果・メリットが判断できない提案内容等は評価の対象としないため、注意すること。
枠内の文章は削除すること。



様式３－３


	【３】システムの機能性

	
【評価項目設定の趣旨】
本事業で更新するシステムは、計量業務に従事する多数の職員が日常的に使用するものであることから、利用者の経験や習熟度にかかわらず、直感的かつ容易に操作できるシステムを構築することが求められる。また、将来的な運用変更、機能追加等に柔軟に対応できるよう、拡張性に優れたシステム構成とすることが望まれる。
以上を踏まえ、システムの機能性について優れた提案を期待し、評価項目として設定するものとした。

【提案内容】
　　システムの機能性について具体的に記載すること。特に、次の内容は、必ず記載すること。
　　・主な計量システムの画面構成及び画面遷移
　　・将来的な項目追加を見据えた計量データの項目やマスターデータの項目の拡張性
　　・将来的な改修に際し、特定事業者に依存することなく円滑にシステム改修を実施できるよう、シ
ステム接続図・システム仕様書等の成果物の記載内容、システムのオープンデータ化及びインターフェース仕様の開示等について工夫がなされているか。
【その他】
⑴　本様式３－４の枚数は指定しない。
⑵　提案内容を補完するための補足説明資料（提案内容の根拠を示す詳細資料等）を参考資料として添付することも可とする。その場合、本様式３－４の次に添付すること。
⑶　各提案の内容に応じ、趣旨・コンセプトを明確にするとともに、提案内容がもたらす具体的な効果及び本市のメリット等について分かりやすく明確に記載すること。具体性に欠ける等のあいまいな記載や効果・メリットが判断できない提案内容等は評価の対象としないため、注意すること。
枠内の文章は削除すること。



様式３－４


	【４】施工計画

	
【評価項目設定の趣旨】
本事業の対象施設は、ごみ処理業務を継続しながら施工及びシステム導入を行う必要がある施設であることから、各施設の運営状況、施設特性及び現場条件を十分に把握・考慮した上で事業を実施することが重要である。
以上を踏まえ、事業を確実に実施するための計画（施工計画）について優れた提案を期待し、評価項目として設定するものとした。

【提案内容】
　　施工計画について具体的に記載すること。特に、次の点に留意して記載すること。
　　・各施設の計量機及び計量システムの更新は、原則として表１に示す搬入停止日時に実施するものとし、詳細な施工計画を施設毎に日単位で記載すること。なお、中工場の入口側屋外機器及び安佐南工場焼却施設の入口側屋外機器については、ごみ搬入を停止することなく施工可能な場合に限り、表１に示す日時以外で施工計画を策定してもよい。
　　・施工計画には、施工範囲を図面上に記載することとし、表１以外の日時で行う作業については、誘導員の配置、工事区画、車両の通行方法を記載すること。
・更新後のシステムについて、業務期間中の不具合の発生や操作方法に関する問合せ等に迅速に対応できるよう、支援体制、対応手順等を含めたバックアップ体制を記載すること。
・更新後のシステムについて、デモ機等を用いた教育・研修内容を具体的に記載すること。
　表１　搬入停止日時
	中工場
	・毎年２月の停電日（下記時間帯の２日間）
　土曜日AM7：00～月曜日AM8：00（予定）
・年末年始（１２月２９日～１月３日）

	安佐南工場焼却施設
	・毎年９月の停電日（下記時間帯の２日間）
　土曜日AM8：00～月曜日AM：8：00（予定）
・年末年始

	安佐南工場大型ごみ破砕処理施設
	・土曜日、日曜日、祝日（月１回の休日開場日を除く）
・年末年始

	西部リサイクルプラザ
	・土曜日、日曜日、年末年始

	北部資源選別センター
	・土曜日、日曜日、年末年始



【その他】
⑴　本様式３－５の枚数は指定しない。
⑵　提案内容を補完するための補足説明資料（提案内容の根拠を示す詳細資料等）を参考資料として添付することも可とする。その場合、本様式３－５の次に添付すること。
⑶　各提案の内容に応じ、趣旨・コンセプトを明確にするとともに、提案内容がもたらす具体的な効果及び本市のメリット等について分かりやすく明確に記載すること。具体性に欠ける等のあいまいな記載や効果・メリットが判断できない提案内容等は評価の対象としないため、注意すること。


枠内の文章は削除すること。
様式３－５

様式３－６

	【５】保守内容・保守体制

	
【評価項目設定の趣旨】
本事業は、計量システム等の更新後においても長期にわたり安定した運用を継続する必要があることから、ライフサイクルコストを考慮しつつ、障害発生時の迅速な対応及び安定稼働を確保できる十分な保守体制及び保守内容を構築することが重要である。
以上を踏まえ、事業実施後の保守内容について優れた提案を期待し、評価項目として設定するものとした。

【提案内容・評価の視点】
　⑴　保守体制について具体的に記載すること。特に、次の内容は、必ず記載すること。
　　　・保守期間中の連絡体制、指揮命令系統、責任体制
・システム障害発生時の対応方法
⑵　施設毎の年間保守内容・費用について具体的に記載すること。特に、次の点に留意して記載すること。
・記載にあたっては、表２に示す既存の保守内容及び基準金額を参考とし、提案書様式に各保守内容の実施有無（〇・×）及び施設毎の年間保守費用を記載すること。
・各保守内容の実施有無（〇・×）は少なくとも既存の保守内容を満たすものとして、これに加えて追加の保守内容を提案することは差し支えない。
・年間保守費用は基準金額を超えても差し支えないが、評価は基準金額を基に実施するため、提案に当たっては十分留意すること。
・遠隔保守を実施できる場合は、遠隔保守の有無による保守費用の差異が分かるよう、提案書様式にそれぞれ記載すること。
　　表２　既存の保守内容
	
	計量機点検
※１
	荷重試験
※２
	システム点検
※３
	基準金額

	中工場
	〇
	〇
	〇
	550万円

	安佐南工場焼却施設
	〇
	〇
	〇
	

	安佐南工場破砕処理施設
	〇
	〇
	×
	

	西部リサイクルプラザ
	△※４
	△※４
	×
	

	北部資源選別センター
	△※４
	△※４
	×
	


※１・・・計量機点検とは、計量器の外観点検、清掃、動作確認等を年１回実施することをいう。
※２・・・荷重試験とは、トラックスケールについて、計量法に準拠した荷重試験及び計量法定期検査を年１回実施することをいう。
※３・・・システム点検とは、計量システムが正常に動作することを確認するための点検を年１回実施することをいう。
※４・・・２年に１度実施


様式３－６

【提案書様式】
・遠隔保守無し
	
	計量機点検
	荷重試験
	システム点検
	提案金額

	中工場
	
	
	
	０円

	安佐南工場焼却施設
	
	
	
	０円

	安佐南工場破砕処理施設
	
	
	
	０円

	西部リサイクルプラザ
	
	
	
	０円

	北部資源選別センター
	
	
	
	０円

	合　計
	０円



　・遠隔保守有り
	
	計量機
点検
	荷重試験
	システム点検
	遠隔保守
※５
	提案金額

	中工場
	
	
	
	〇
	０円

	安佐南工場
焼却施設
	
	
	
	〇
	０円

	安佐南工場
破砕処理施設
	
	
	
	〇
	０円

	西部リサイクルプラザ
	
	
	
	〇
	０円

	北部資源選別センター
	
	
	
	〇
	０円

	合　計
	０円


※５・・・遠隔保守とは、システム障害等が発生した際に、保守事業者が遠隔でシステムへ接続し、システムの稼働状況の確認及びエラー内容の調査等を実施することをいう。

【その他】
⑴　本様式３－６の枚数は指定しない。
⑵　提案内容を補完するための補足説明資料（提案内容の根拠を示す詳細資料等）を参考資料として添付することも可とする。その場合、本様式３－６の次に添付すること。
⑶　各提案の内容に応じ、趣旨・コンセプトを明確にするとともに、提案内容がもたらす具体的な効果及び本市のメリット等について分かりやすく明確に記載すること。具体性に欠ける等のあいまいな記載や効果・メリットが判断できない提案内容等は評価の対象としないため、注意すること。
枠内の文章は削除すること。







	【８】その他有効な提案

	
【評価項目設定の趣旨】
本事業は、現地調査・システム構築、新ごみ計量システムへの移行、工事の実施、使用者への教育研修まで多岐にわたる内容であり、民間のノウハウを活用して効率的かつ経済的にごみ計量システム等の更新を行うものである。
このことから、他の評価項目にはない事項に関して、事業者の提案内容も含めた本事業の実施内容を強化・補完するために独自で行う有効な提案について、優れた提案を期待し、評価項目として設定するものとした。


【提案内容・評価の視点】
他の評価項目にはない事項に関して、事業者独自の提案内容を具体的に記載すること。
なお、次の点に留意すること。
・提案内容がもたらす具体的な効果及び本市のメリット等について説明すること。
・内容が単なる蛇足的な提案にならないこと。
・本事業の趣旨・コンセプトに沿った提案内容とすること。
・本市が導入を予定している情報共有システムについて、本市の運用に有効な機能、システム構成等に関する提案があれば記載すること。


【その他】
⑴　本様式３－７の枚数は指定しない。
⑵　提案内容を補完するための補足説明資料（提案内容の根拠を示す詳細資料等）を参考資料として添付することも可とする。その場合、本様式３－７の次に添付すること。
⑶　各提案の内容に応じ、趣旨・コンセプトを明確にするとともに、提案内容がもたらす具体的な効果及び本市のメリット等について分かりやすく明確に記載すること。具体性に欠ける等のあいまいな記載や効果・メリットが判断できない提案内容等は評価の対象としないため、注意すること。

枠内の文章は削除すること。



様式３－７



	【９】更新機器一覧・システム構成図

	
【提案内容・留意事項】
⑴　提案内容が本市の仕様を満たしていること及び他の評価項目の審査に必要な基礎審査資料として、応募者が想定する更新機器及び新設機器の一覧並びにシステム構成図を記載すること。
⑵　更新機器及び新設機器は、「広島市ごみ処理施設ごみ計量システム等更新事業基本仕様書」に定める要求機能を満たすことが確認できる内容とし、原則として既設機器と同等以上の性能及び機能を有するものとすること。
　⑶　提案内容が本市の求める機能及び性能を満たしていないと判断した場合は、失格とする場合がある。なお、提案内容の一部について、本市が改善又は補足が必要と認める場合は、提案者との協議により提案内容の見直しを求めるとともに、契約に当たって必要な条件を付する場合がある。

【その他】
⑴　本様式３－８の枚数は指定しない。
⑵　提案内容を補完するための補足説明資料（提案内容の根拠を示す詳細資料等）を参考資料として添付することも可とする。その場合、本様式３－８の次に添付すること。

枠内の文章は削除すること。



様式３－８



通し番号／総頁数
